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活動の概要 

• 2011年12月より食物栄養学科の有志の教員と大学院生
を中心に始まった。 

•岩手県一関市を拠点に活動しているNPO法人グローバ
ルヒューマン(GH)と連携し活動する。 

•岩手県、宮城県内を中心に仮設住宅での食生活をサ
ポートする活動を展開する。 

•仮設住宅で避難生活を送っている被災者を対象に、食物
栄養学の立場から食生活に関する提案、アドバイス、調
理実演、栄養科学的な講演を行う。 



今回の活動 

教員：川添禎浩,八田  一,  院生：関 桃代(M2),中井みのり(M1) 

• 28日：宮城県気仙沼市 旧新城小学校仮設住宅 

• 29日：宮城県気仙沼市 鹿折中学校仮設住宅 

     岩手県陸前高田市 

• 30日：宮城県気仙沼市 気仙沼市立中学校仮設住宅 



配布資料① 

日本養鶏協会作成のレシピ集 



配布資料② 



活動の様子①実習の様子 



活動の様子②講義の様子 



活動の様子③歓談・見学 

歓談の様子 

GH本部前で 

被災地見学
の様子 



陸前高田・気仙沼被災地見学 

被災したマンション 
4階と5階で被害の違いがある 

奇跡の一本松 
現在は保存処理されている。 

山から土を運び、 
土地の高さを4～5mかさ
上げしている様子 

震災遺構として残される
高田松原の道の駅 



アンケート集計結果 

年齢分布 
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参加者  

7月28日（月） 10名  （男性 0 名 女性 10  名） 
7月29日（火） 19名 （男性 6 名 女性 13  名） 
7月30日（水） 7名  （男性 0 名 女性   7  名）  合計36名 

(人数) 



今回の活動を振り返って 
• 実際に仮設住宅を訪問することで被災者の方々の思いを直接知ることができた。 
 

• 3年という月日が経過しているにもかかわらず被災地には津波の爪痕が生々し
く残されており、甚大な被害があったことを肌で感じることができた。 

 

• 一方復興に向け、工事が着々と進められている現場も見学することができた。 
 

• 歓談をする中で生活の中の栄養に関する質問が出た。学生にとって良い経験
になった。 

 

• 最近は仮設住宅へのボランティア訪問が少なくなっているが、住民の方々はボ
ランティアを楽しみにしているようであった。 



今後の課題 

•参加が2回目以上の方が多くを占める事が分かった。 

 毎回ためになり、かつ楽しんでいただける工夫が必要であると思われる。 
 

•全体的に女性の高齢者が多く、男性の参加者が少ないように感じた。幅
広い年齢の方に参加して頂きたい場合はそれに合った内容を考える必要
があると思われる。 

 

•京都女子大学食物栄養学科の先生方や院生が取り組んでいる研究・学
科紹介などを参加者に見せながら次回以降の希望を伺った方が、意見を
言いやすいようである。 

 

 

 


